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総合市民センター（仮称）基本計画検討委員会 第 1回ワークショップ意見記入シート集約 

意見 分類 

・総合美術展ができる大ホールステージ付（可動式席800ぐらい） 

・文化芸術活動ができるギャラリー 

・これからの子どもたちには、いいものを見て、聴いて、発表する場も必要 

・最低1,000人（席）ホールの整備と下記会館の整備された市民センターを 

・みやま市で最大の市民センターを！！ホール（800～1,000席くらい） 

・NHKののど自慢ができるほどの施設 

・みやま市になかったものがいい。例えば九州交響楽団や NHK のど自慢が開催さ

れるような、800席ぐらいの音響設備の整ったホールがあったらいいな。（可動

式座席のホールでは音響的にダメです） 

・文化、芸術活動が充分に機能できる施設。使い勝手のよい部屋やホール機能希望 

・中央にふさわしいセンターを作ってほしい 

・みやま市のシンボル的なセンター 

・みやま市の中核となる市民センター 

・瀬高町は小規模の市民ホールは別に建設する 

文化芸術の拠点 

・みやま市の将来を見据えれば、①高齢者が集える福祉施設、②トレーニングルー

ム、フィットネス施設、③子育て世代の定住化を図るためにも子育て支援センタ

ーを併設した複合施設 

・多面的に活用できる施設（福祉・文化・体育・子どもの教養を体験できる） 

・教育・文化・体育・福祉の統合された総合的な施設にしてもらいたい 

・文化・福祉・健康増進・老人・乳幼児関連、色々な活動が行える市民センター 

・財政面がからんでくるので…理想は体育館や老人施設なども含む多目的使用でき

るセンター 

・大ホールについては、体育館・文化ホールの複合施設とする。みやま市にや大規

模な体育館もない。空調施設を整備し、市民全体のふれあいの場所にする。近年

夏場は非常に暑く、需要は大きいと思う 

・福祉施設と併設・子どもから高齢者まで利用できる設備 

・福祉施設の機能を持ち皆が集えるセンターの設置 

・老齢化、青少年育成施設の整備会館 

・文化、福祉、児童、経済団体等を収容できる施設 

・社協（かたらい館）をセットで考える 

・介護を要する人たちが医療と連携する場、施設 

・大きさより機能を大切に（フィットネス、可動式の導入など） 

・市の中央部に文化、体育と広範囲に活用できる市民センターにしたい。 

・フィットネス→インストラクター入る 

・大ホールが多目的に使用できるように、可動式の椅子で、狭く区切りもできるよ

うにできればいいと思います。音楽会もできる、絵画展もできる、室内スポーツ

大会、子どもの集い等使い方が色々できたらいい 

・現在ある施設にない機能を持ったセンターの設置 

・商工業者が展示会等で使える様な施設 

・そのイベントを充分に楽しめるような大ホール、中・小ホールがほしい（市民が） 

・大ホールありきではなく、これからのみやま市民が必要とする施設が欲しい 

施設の多機能化、複合化 

（高齢者福祉） 

（子育て） 

（教育） 

（健康・スポーツ） 

（展示イベント） 
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・お年寄りが気軽に集まり、語らいの場所になるような市民センター（病院の待合

室みたいな） 

・市民のコミュニケーションの拠点となる（会議・研修・サークル活動、音楽活動

など） 

・日常的に人が集える場として、フィットネスセンター、各種団体の会議に使える、

各種団体の事務局が置ける部屋、ボランティア団体が自由に使える、老人たちが

集える福祉センターとなる様な部屋を作れたら良いなと思います 

・市内の団体（区長、民生委員）等の活動の核となる部屋を作ってほしい 

・各種部活動室の整備された会館を 

・児童、生徒、そして若者が集う場（音楽、主張など通して・・・） 

・人が集まりやすい 

・多目的の室を作る 

・市民が気楽に集える施設であってほしい 

・市民が気軽に出入りできるセンター 

・市民がだれもが利用できるセンター（多目的） 

・普段からだれでも集える親しみのある市民センター 

誰もが集う交流・ 

コミュニティの拠点 

・市民誰でもしたしみのもてる集まりやすいロビー、ホワイエ 

・食堂でもあったらいいなぁ（ちょっとしたカフェでも） 

・地産地消の食材を使ったレストラン的（軽食）が入ったら利用者に便利 

・付属設備については、あり方検討委員会の意見を尊重する 

快適で利便な付属機能 

・交通便がよい所（福祉バス、駐車所、他の地域の方にわかりやすい場所） 

・施設が市の中央に建てられた場合、福祉バスまたはコミュニティバスの充実が大

切 

・交通の便がいい場所に 

・みやま市の核として市役所、市民センターを中心に町づくりをしてもらいたい。 

・高速道から沿岸道につづく中央道に沿っての建設を望む。現在の公民館では自動

車の出入りが困難である 

・広い駐車場などの必要性 

アクセスの良い場所 

アクセスの確保 

・他の市町村の施設を活用する 

・みやま市及び近隣市町村との交流の場とすること 

・他地域からおいでになる様な施設 

・交通アクセスが良く、多目的に活用できる市民センター。みやま市民はもちろん、

近隣からも人を呼びこめる市民センター 

施設の広域的な利活用 

・稼働率、費用対効果を充分考慮 

・建設費用も割安となり、将来の世代に負担を少なくすることができる。財政上の

問題。 

コストへの配慮 

・みやま市合併10年になるのに、未だに市民の統一がなされていない。  

 

 

 


